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令 和 元 年 １ ２ 月 １ ０ 日 

鳥 取 県 立 鳥 取 養 護 学 校 
発行 キャリア教育部・支援部 

中学部職場体験 

小から中への体験入学 

１１月１３日（水）～１５日（金）の期間に中学部３年１組と、２年１組の職場体験を

行いました。３年生は「ののなファクトリー」、２年生は「あさひ園」で体験学習をしまし

た。職場体験の前には、校内で作業実習を行い、仕事をする上での心構えを実際の作業を

通して学びました。体験当日は、それぞれが自分のめあてを持ちながら、分からないとこ

ろを担当の方に質問するなど積極的に体験に取り組みました。体験を通して感じた自分の

よい所や課題を、今後の学校生活に活かしていき、働くということについて考えていきた

いと思います。 
（文責：近藤） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
                            

     

小学部６年生の３名が、中学部への体験入学をしました。中学部から始まる「くらし」

や「音楽」の授業を体験し、先輩との学習に少しドキドキした児童もいたかもしれませ

んが、３名とも意欲的に参加することができました。柿や梨などの感触の違いに気づき、

表情や体の動きで伝えていました。ファンタジーの光を見たり、なじみのある音楽を聞

いたりして、楽しむ姿も見られました。 
「中学部楽しみだな。」「早く中学部に行きたい！」というような声もありました。 
                                （文責：朝倉） 

《タオルたたみ》 《ねじの袋入れ》 《お菓子の袋づくり》 

《くらしの学習》 《音楽の学習》 



 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

     
    

高等部施設利用体験 

 １０月下旬から１１月上旬にかけて、生活・ふれあいコースの生徒は施設利用体験を

行いました。２・３年生は今年度２回目、１年生は初めての体験です。生徒一人一人が

目標を持って施設利用体験に臨みました。１年生は初めての場所で、初対面の方と緊張

しながらも、制作活動やゲームを通して少しずつ慣れていきました。３年生は卒業後の

生活をイメージしながら体験をしました。体験終了後は、まとめとして施設利用体験報

告会を行い、一人一人が写真を見ながら活動内容や頑張ったことを振り返り、発表しま

した。１・２年生にとっては友だちの発表を見たり聞いたりして、来年の施設利用体験

の参考になりました。３年生は今回の体験を生かし、卒業後に向けて自分らしく過ごせ

る場所を決める貴重な体験になりました。 

                               （文責：山田） 
 
 
 
         
 
 
 
 

 

《コミュニケーション》          《音楽療法》          
                          

♦お知らせとお願い♦ 
 

○感染症への対応が心配される時期になりました。鳥取療育園のリハビリ等への本

校職員の同行については、感染症の拡大を最小限に抑えるという点で、極力控え

たいと思います。 

リハビリ等の内容によっては共通理解が必要な場合もあると思いますので、その

際には担任にご相談ください。 

 

 

○カウンセリングのお知らせです。  ★ 9：00～12：00 

                  ☆10：25～16：25 

１２月 １２日☆ １９日★ 

１月  ９日★ １６日☆ ２３日☆ 

２月  ６日☆  １３日☆ ２０日★ 

 ３月 １２日★ 

保護者の方のカウンセリングも受け付けております。お気軽に担任又は福田嘉

（高）までお知らせ下さい。 


